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ルのなす角、磁場強度やプラズマパラメタのような状況に依存する。 B(O)< 2.9 T， ne < 















狭く、 B(O)= 2.9 T ではトロイ夕、ル角企φ~ 10 deg、ポロイダル角~8 ~ 3 degである。
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図 4.1は 53.2GHz ECHによって生成・加熱されたプラズマの時間発展である。平均電
子密度は放射崩壊なしに 3.8x1019ri3にまで到達した。この電子密度は第2高調波X-modeの
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